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高齢者同士 の セ ル フ
・ヘ ル プ ・グル ー プの 特質と課題

　　　　　　　一 米国に お ける相互 支援活動に 焦点を あて て
一

間 野 百 子
＊

序　高齢期特有の 課題 に そ く し た セ ル フ ・ヘ ル プ活動

　高齢社会 の 進展 に と もな い 、高齢者 の 生活は 多様化 し、学習課題 も複雑 に な っ て きて い る 。

こ れ まで 高齢者 の 学 習 は、心身 ともに 白立度 の 高い 高齢者 を主な対象に す えて 、知 識を授 け

る こ とや 趣味 を充実 さ せ る こ とに 力点が 置か れ て きた 。

　 しか し、高齢期 の 人 々 は 、社会的役割 の 縮小や 喪失 に よ る 自己 疎外感、肉親や友人 との 死

別 に 起 因す る精神的衝撃度 の 高 さ な ど他世代 とは質的 に 異 な る 課題に 直面 す る 。 した が っ て 、

高齢者教育 の 視点 か らみ た高齢者 の 特性 の
一

つ として 、
「人間関係 の 再構築は高齢期 の 重 要

な 課題 で あ り、高齢者 の 学習 は こ の プ ロ セ ス と並 行 して 展開 さ れ る 必 要が あ る 」 （堀 1999，

pp，100−101） と指摘 さ れ て い る よ うに 、高齢者 の 多様 な 生活課題 や 学習 ニ
ーズ に 対応 し て

い くた め に は、心 理
・
社会的困難 を抱 え て い る入 も他者 と相互 関係 を育ん で い け る機会 を創

出 して い くこ とが 求 め られ て い る 。 そ して 、そ の た め に は 、 辻浩 が 提起 して い る よ うに 、困

難 を抱 え て い る人 の 社会参加 を保障 し、そ の よ うな人 も含め た 地 域づ く り を展開す る た め に

生 涯 学習 を位置 づ け て い く こ と が 今 後 の 重要 な 課題 で あ る （辻 2003
， p．11）。そ の 際、同 質

課題 の 軽減や克服 を到達 目的 と して い る セ ル フ ・ヘ ル プ ・ア プ ロ
ー

チ は、そ の 対象領域 と理

論的動向 を鑑 み る と、今 日 的意味 の 生涯学習活 動 を促進 して い く うえで 鍵 とな る概念 で あ る 。

な ぜ な ら、 セ ル フ
・ヘ ル プ ・

ア ブ 卩
一チ は 、狭義 の 「ピ ア 」 （peer ： 「ピ ア 」 とは 、同質 の 課

題 を共有 して い る、また は、共有 して い た人 を指す） 同士 の 相互 支援活動 を とお して 、高齢

者 の 孤立感や疎外感 を和 らげ る こ とを 目的 の
一つ と して掲げ て い る か らで あ る 。

　米国で は 、 高齢者 の 多様 な心理 ・社会的課題 に対処 して い く型 の セ ル プ ・ヘ ル プ 活動が 、

1970年 代前半 か ら組織 的 ・体系 的 に 展 開 さ れ 1）、 ピ ア 同士 が 「情緒 的 サ ポ ー ト 1 （emo −

tional　support ：思 い や りや愛情 を示す こ と）を授受 しあ っ て い る 。 セ ル フ
・

ヘ ノレ プ活動 に

関す る こ れ まで の 研 究で は、専門家が 主導す る 心理 療法 や カ ウ ン セ リ ン グ と質的に 異 な る セ

ル フ
・ヘ ル プ 活動独自の サ ポ ートの 特質や そ の 効果 を検証す る こ とに焦点が あて られ て きた

（Lieberman 　l986 な ど）。 形式主義的、官僚主義的な サ ポ ート体制や 専門職志向、専門家主

義 へ の 対抗策 と し て 、セ ル フ
・

ヘ ル プ ・グ 7U・一プ の 自治性 ・白立 性 を 評価す る 論調 が 多い
2）。

社会福祉学 の 領 域 で は、 セ ル フ ・ヘ ル プ活動 を ヒ ＝L　一一マ ン サ
ービ ス の 一方法 として 取 り入 れ

る段階 に 達 して い る 。 さ らに 、成人教育 の 領域で は、イ ン フ ォ
ー

マ ル なお とな の 学習 の
一

場

面 に加 え ら れ る こ とが 提起 さ れ て い る （Cranton 　1995，入江 ・三 輪監訳 2004，　pp．20
−21）。
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　 高齢者 同上の グ ル

ープ は、高齢期 の 人 々 が 抱 え る ス ト レ ス に 対処 して い くうえで の 人 的 ・
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社会的資源 と して 、「ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポ ー
ト」 （「家族や 友人 や 隣人な どの よ うに あ る 個入 の

周囲 に存在す る 人 た ち か ら得 られ る有形 ・無形 の サ ポ ート」 福西 1997，p．20） の
一義的 な供

給源で あ る 「家族 、 親戚、友人」 に よ る私的サ ポ ー
トと行政 が 提供す る 公 的サ ポ

ー
トの間隙

を補完 ・補強す る活動 と して 独 自 の 発展 を遂 げ て い る 。 しか し、専門性 を尊重する伝統的な

サ
ービ ス 体制が い まだ に 残 存 して い る な か 、セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ は 、非専門家主導の

イ ン フ ォ
ー

マ ル な活動に す ぎ な い こ とに 加 え て 、高齢者は 自助力 や双 方 向的な関係性 を構築

して い く際に 必要な機知 に 欠け る と想定す る 社会的 ・文化的 エ イ ジ ズ ム が 高齢者主体 の 自発

的な活動 の 発展 を阻ん で い る こ とも指摘 され て い る （Hooyman 　l983，　pp ，157−158）。

　本論 で は、 こ の よ うな状 況 をふ まえ て 、 米国の セ ル フ
・ヘ ル プ活動 の 展開に 着 目 し、高齢

者 同十 の 相互 支援活動 の 課題 を析出す る こ と を 目的 とす る 。 以 下 1章で は 、
セ ル フ ・ヘ ル

プ ・グ ル ープ が 成立 し た社会的背景 と そ の 特性 を米国 の 諸理論 に も とつ い て整理 し、II章 に

お い て 、高齢者 グ ル ープ の 特質 を明らか に した うえ で 、高齢者同士 の セ ル フ
・

ヘ ル プ活動 の

課題 を考察 して い く。

1 米 国に お けるセ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ープの 成立 と展開

A 　セ ル フ ・ヘ ル プ ・グループ発展の 社会的背景

　 セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ の 起源 に つ い て の 見解は 異な る が

、

一
般的に は 、1935年 に 米

国 で 結成 さ れ た 「ア ル コ
ール 依存症 匿名協会」 （AA ，　Alcoholics　Anonymous ）が 、体系

的 ・組織的 な セ ル フ
・

ヘ ル プ ・グ ル
ープ の 起 源 として 位置づ け られ て い る （Burnside　1994

c ， p．205な ど）。

　 セ ル フ
・ヘ ル プ 活動 の 種類や 目的は 多岐 に わ た っ て い る が 3）

、 メ ン タ ル ヘ ル ス と関連性 の

高い セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ の 共通 項 として 、以下が あげられ る 。

セ ル フ
・

ヘ ル プ ・グル
ー

プ は、共 通 の 境遇、状況、症状 また は経験 を共有す る メ ン バ ー

か ら構成 さ れ る 。 グ ル ープ は、白治的で あ り、独立 して 運 営 さ れ る点 に 特徴 が あ る 。 対

面 式 の 協力的な ネ ッ トワ
ー

ク を設 け て い る 。 外部 の 資金 に依存せ ず、独立採算 を取 っ て

い る こ とが 多い （Lieberrnan　1989，　p ．286）。

　多様性 に 富 む セ ル フ
・

ヘ ル プ 活動 の うち 、
メ ン タ ル ヘ ル ス 関連 の グ ル ープ を レ ビ ィ

（Levy ，　L．　H ．）は、以下 の よ うに 分類 して い る 。

　161

（120）

1．行動 の コ ン ト ロ ール と改善 を 目的 とす る グ ル
ープ。 こ の 分類 の 代表事例 と して 、

　 「ア ル コ ール 依存症 匿名協会」 が あげ られ る 。

2，ス ト レ ス に 対処 し
、

サ Pt・一 トする グ ル ープ
。

こ の グ ル ープ は、あ る
一一一

定 程度 の ス ト

　 レ ス を引 き起 こ す 苦 しい 状況を共有す る メ ン バ ー
に よ り構成 さ れ る

。
メ ン バ ー

が 互

　 い に 支 えあ V丶 対処法や助言を分か ち合 う こ とを とお して 、 ス ト レ ス を軽減 して い

　 く こ と を 目的 と し て い る 。 こ の 分 類に は 、「配 偶 者 の い な い 親 協 会 」（PWP ，

　 Parents　Without 　Partners）な どが含 まれ る。
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』

3．生 きぬ く こ と を 目 的 とす る グ ル ープ 。 ラ イ フ ス タ イ ル や 価 値観、性別、社会 経済的

　 階層、人種な ど を 理 由 として 、
一

般社会 に レ
ッ テ ル を貼 ら れ 、差別 の 対象 と さ れ て

　 しま う人 々 に よ り構成 さ れ る。 こ の 分類 に は、女性 の 自立 グ ル
ープ な どが 含まれ る

　 （Levy　1979，　pp ．234−271）。

　 セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ が 、 さ まざ まな領域 に お い て 独自の 発展 を遂げ て きた要 因 とは

い か な る もの で あ ろ うか 。セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ の 社会的機能 を り
一バ ー

マ ン （Lieber−

man ，　M ．　A ．） ら は、以下 の よ うに 説明 して い る。

現在 の セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ の 発展 を明 らか に す る最 も

一般的な説明 モ デル として 、

機能主義的な枠組み に もとつ くもの が あげ られ る。 こ こ で は、既 存の 組織が 、社 会 の 構

成員 の 重 要な ニ
ーズ に 対応 で きな い とき に

、 新たな組織 が 社会 の な か に 創出 さ れ て くる

と考 え る 。
こ の 考え方で は 、満た さ れ な い ニ ーズ が 利用可能な サ ー ビ ス か ら明 ら か に

「見放 さ れ る 」 領域 に セ ル フ
・

ヘ ル プ ・グ ル ープ が 台頭 して く る と説明す る 。一方、 こ

の 見 解 とは対照的 に 、社会 の 他 の 組織に よ る プ ロ グ ラ ム で す で に 定評 の あ る サ
ー

ビ ス を

社会 の 構成員が 代替的な方法 で利用 す る と解釈す る こ ともで き る 。
こ の 解釈で は、構成

員 の ニ
ーズ が 充足 さ れ な い こ と を強調す る の で は な く、不正確 また は不適切 に しか 満た

さ れ て い な い こ とを強調 し、サ
ービ ス を どの ような形態で 提供す る か に 焦点 が 当て られ

る 。
さ らに

、 両説 とは異 な る 見解 として
、

こ の よ うな組織 の 成 長 と発展 は、類似 の 境遇

に 置 か れ て い る他者 と仲間づ く りや 社会づ く り を した い とい う個人的な ＝ 一ズ に よ り最

も うま く説明で き る とい う考 え方 も あ る （Lieberman 　and 　McCall 　1985，　pp．4−6）。

B　セ ル フ
・

ヘ ルプ ・グル
ープによ るサポー

トの 授受

　 セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ は 、
ピ ア を構成員 とする た め 、サ ポ ー トの 与 え手側 と受 け手側

が 同質体験 を 共有 して い る 点 に 特徴 が あ る 。 リース マ ン （Riessman ，
　F ．） は、当事者性 を重

視す る セ ル フ ・ヘ ル プ ・サ ポ ー
トの 特徴 を 「ヘ ル パ ー ・

セ ラ ピ H 原則 （helper・therapy

principle ） とい う概念 を用 い て 説 明 して い る。 リ
ー

ス マ ン は、援助 の 役割 を とる 人 が 受 け

る特別 な利益 と して 次 の 三 点 を あ げて い る 。

L 援助者は依存的 で あ る こ とが 少 な くな る 。

2．同じ よ うな問題 を もつ 入 の こ とで 苦闘す る な か で
、 援助者は 自分 の 問題 を距離 を お

　 い て み る機会が 与 え ら れ．て い る 。

3．援助者は 援助 の 役割 を と る こ とに よ っ て 社会的 に 役立 っ て い る とい う感 じを もっ こ

　 とが で き る 。 ヘ ル パ ー・セ ラ ピ
ー

の 原則 は、全体 として 、あ る 役 割 を とる 人 は、そ

　 の 役割 の 期待 し要求す る もの に応 え て い こ うとす る傾向が あ る とする役割理 論に 基

　 づ い て い る （Gartner　and 　Riessman 　1977，久保監訳　1985，　p．121）。

　 セ ル フ ・ヘ ル プ活動 で 授受 さ れ る サ ポ ートの 特徴は、専門家 の 助 言 や 治療行為 に
一一

方的 に
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依 存す る の で はな く、平等な立場 に 立 つ ピ ア 同士 で 精神的葛藤や生活習慣病な どの 克服 また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （121）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明星 大学研 究紀 要 【日本 文 化 学 部 ・言語 文化 学 科 】第 14 号 2006 年

は改善 を 目指す 点に あ る。グ ル
ー

プ リ ーダ ーも、 ピ ァ の
…人 で あ り、参加 メ ン バ ーと精神的

に 距離が 近 い た め、 リーダ ー
に は 参加 メ ン バ ー

に 「肯定的な役割 モ デ ル 」 を 示す こ とが 求 め

ら れ る 。 そ し て 、そ こ で は、援助 を受 け る 立 場に 置 か れ て い た入 が 、後 に 援助行為 を行 う可

能性 を潜在的に有 して い る こ と、メ ン バ ー
は、援助 の 受け手、与 え手 と二 分化 さ れ 、対極的

に位置 づ け ら れ る の で は な く、同等 の 立場で 、互 い の 心 情 を語 り合い 、共感 を形 成 して い け

る よ うな相互関係 を構築 し て い くこ とが重視 され る。

II 高齢者 同士 の セ ル フ
・

ヘ ル プ活 動の 意義 と特質

　　　 A 　高齢者に と っ て の セ ル フ ・ヘ ル プ活動

　　　　 米国 で は 、第二 次世界大戦以 降、経費を節約 で き る うえ に 、
セ ラ ピ ス トの 負担 の 軽減 に も

　　　 資す る な どの 理 由 に よ り 、 グ ル
ー

プ ワ
ー

ク が 高齢者ケ ア の
一形態 と して 好評 を博す る よ うに

　　　 な っ て い る （Burnside　l994a，　p，25）、
セ ル フ

・ヘ ル プ ・グ ル ープ は、そ れ以 降、グ ル
ー

プ

　　　 ワ
ー

ク の
一

形態 として 独 自の 発展 を遂げて い る 。 しか し、一方 で 、高齢 メ ン バ ー
の セ ル フ ・

　　　 ヘ ル プ ・グ ル ープ に 対す る 帰属意識 が 高 ま る に つ れ、互 い の 不 平不 満 に 寛容 に な りす ぎ、

　　　 個々 入 の 成 長や 自立 の 機会 を奪 っ て しま うこ と、集会で しか 特定 の 問題 を語 らな くな っ て し

　　　 まい 、地 域社会か ら孤立 して し まうな ど の 否定的効果が 生 じか ね な い こ とが 指摘 さ れ て い る

　　　 （Strom 　and 　Strom 　l993
，
　pp．　710−713）。

　　　　 高齢期 の 人 々 に と っ て は、社会的地位や 役割 の 縮小、喪失 に ともな う人間 関係 の 変容、肉

　　　 親や 友入 との 死別に よ る精神的衝撃を受容 し、そ の 後 の 人 生 に 適応 して い く こ とが ラ イ フ サ

　　　 イ ク ル 上 の 重 要な課題 とな る 。親族 を 中心 に 交換 さ れ る イ ン フ ォ
ー

マ ル な 「情緒的サ ポ ー

　　　 ト」 は、貴重な人 的資源 で あ る が、そ の 源は加 齢 に ともな い 縮小す る た め 、高齢者 に とっ て

　　　 の サ ポ
ー

ト源 は専門家 か セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ が 中枢 に な ら ざ る を え な くな る。

　　　　 カ ーン （Kahn ，　R ．　L ） らが 1980年代初頭 に 提唱 した 「コ ン ボ イ ・モ デ ル 」 で は 、
「役割」

　　　 が コ ン ボ イ の 中枢概念で あ り、 他者 と の 接触や相互 関係 の 基盤 とな る と述べ て い る 。 肉親や

　　　 親 しい 友人 との 死別 に 遇 す る こ とは、社会的役割 の 変化 や 喪失 と は無関係 の 次元 で 継続的関

　　　 係 を築 き、サ ポ ー
トを授受 しあ っ て きた 人 を喪失 して し ま うこ と を意味す る 。した が っ て 、

　　　 適切 な コ ン ボ イ を もた な い 高齢者 に 対 して は、 コ ン ボ イ パ タ
ー

ン を創出す る介入 プ ロ グ ラ ム

　　　 が 必 要 とな り、そ の 成功事例 として 、「未亡 人助けあ い 」 （Widow 　to　Widow ）、「片親 の 会」

　　　 （PWP ，　Parents　Without　Partners） な ど が あ げ ら れ る （Kahn 　and 　Antonucci 　1980，　p．

　　　 282）。

　　　　 特 に 、配偶者 を 亡 く し た 人同士 の セ ル フ
・

ヘ ル プ 活動 は、国家 レ ベ ル で プ ロ グ ラ ム 化が 進

　　　 め ら れ て い る 領域 で あ る
4）。なぜ な ら、配偶者 との 死別 に 遇す る こ と は 、そ の 当事者 に 最高

　　　 レ ベ ル の 精神的 衝撃 を及 ぼ す の み な らず、「r対処術』 （coping 　skill ） を必要 とす る人生 唯

　　　
…

の ス ト レ ス フ ル な イ ベ ン ト」 （Hul11990 ，　p．17）で もあ り、喪失体験後一
年 以 内 に 受容可

　　　 能 な ソ
ーシ ャ ル ・サ ポ ート の 質 とそ の 構造が 死 別体 験者 の 後 の 人 生 へ の 適応度 に 影響する

　　　 （Dimond ，
　Lund 　and 　Johnson　1982，　p．21）か ら で あ る 。 しか し、 リーバ ー

マ ン は、配偶者

　　　 を亡 く した人 の な か に は 、セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ の 存在 を認識 し て い て も 、 み ずか らが

　159
　　　 そ の よ うな カ テ ゴ リ ー

に 類別 さ れ た くな い な どの 理由か ら活動 に 参加 しな い 人 が 多い こ と を
（122）
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明 ら か に し て い る （Lieberman 　1989，　pp．289−290）5）
。 し た が っ て 、サ ポ ー トを 潜在的 に 必

要 と して い な が ら、社会的 ス テ ィ グ マ 感 を避 け、グ ル ープ ワ
ー

ク に 参加 で きな い で い る 人た

ち へ の 適切 な働 きか け の 仕方が 課題 とな っ て い る。

B 　高齢者グ ル ープの 特徴

　高齢者 同士 の セ ル フ
・

ヘ ル プ ・
グル ープ の 特徴 とは い か な る もの で あ ろ うか 。以 下 で 検討

して み よ う。

　高齢者 を対象 と した グ ル
ー

プ ワ
ー

ク の あ り か た を 研 究 して い る バ ー
ン サ イ ド （Burnside ，

1．） は、高齢者 グ ル ープ を 円滑 に 進 め て い くた め の 要件 と して、「グ ル ープ の 結束力 」、「課

題 の 普遍性」、「メ ン バ ー間で イ ン プ ッ トとア ウ ト プ ッ トが 行わ れ る こ と」、「希望 の 付与」 な

どをあげ て い る 。
セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ に 他者 との 相互 交流が減少 しが ち な高 齢者が 参

加す る こ と の 利点は 、「特定 の グ ル ープ に 一一体感 を 覚え 、 仲間意識 を 育め た り、他 の メ ン バ

ーか ら疾病 な ど へ の 対処方法を学ん だ りす る こ と を と お して み ずか ら の 環境 に 適応 し て い く

よ う鼓舞 さ れ る 」 こ と な どで あ る （Burnside 　l994b，　pp．52−53）。

　 ラ キ ン （Lakin，　M ） らは、似た 境遇 に 置 か れ て い る 高齢者 グ ル
ープ と成 人 グ ル

ー
プ の

「グ ル ープ 内の 相互 交流率」 （group −interaction　ratings ） を比較 した 。 比 較 の 際、相互 交

流 の 高低 を測 る 尺度 とな る 「自己開示」 （self −disclosure）率 に 焦点 を絞 っ て 調 査が 行 な わ

れた 。こ こ で の 「白己開示」 とは、「通 常 、 他者 に は語 らな い よ うな私 的 な感情や
一

身上 の

問題点な どに つ い て 打ち明け る こ と 」を さす 。
こ の 調査 の 結果、高齢者 グル ープ の 特性 とし

て 以下 の 結論が導 き出 さ れ 、セ ル フ
・ヘ ル プ活動が 高齢者に と っ て 有益 な活動 で あ る こ と を

明 らか に して い る 。

1．高齢者 グル
ー

プ の 方が 、 臼己開示率が 高い 。 高齢者 の 方が 、 孤独感 、未 亡人で あ る

　 こ と の 問題点、自己 疎外感な ど に つ い て 安心 し て打 ち明け る 。 討論 も成人 グ ル ープ

　 よ りは
、 円滑 に 進 め られ る。自己開示 に は じま り、語 り手 を励 ま す た め に な さ れ る

　 共 感 に 近 い か た ち の ア ドバ イ ス に 至 る まで 、ほ ぼ遮断 さ れ る こ とな く話 し合い が 続

　 け られ る 。

2．高齢者は、他 の メ ン バ ーも自分 と同 じ問題 を共有 して い る こ と を確証す る と、 よ り

　 自由に 自己 の 問題を語 る よ うに な る。 こ う して 、自己開示 は促進 さ れ、問題点 の 共

　 通 性に 対する確信が メ ン バ ー
間に 高 ま っ て い く。

こ の よ うに して 、 高齢 メ ン バ ー
の

　 間 に 、心 配事 を 互 い に 「分ち合 い 、比 較す る 1 とい う状況が 生起す る 。

3，高 齢者 グ ル ープ に お い て 、 リ ーダ ーは よ り活発 な 働 き を 示 す （Lakin ，　Qppen ・

　 heimer 　and 　Bremer 　1982，　pp．444−452 ）。

　 こ こ まで の 検討 を とお して 、みずか らの 境遇 に社会的劣等感 を覚 え、孤立 しが ちな高齢者

に と っ て は、他者 と共感 を形成 し て い くプ ロ セ ス そ の も の に 意味が あ る こ とを明 らか に し て

きた 。共 有課題 の 軽減 ・克服に 向け て ピ ア と信頼関係 を構築 して い く 「場 」 を有す る こ とが

高齢者 に は 特に 重 要 で あ る 。 高齢者 の こ の よ うな特性に着 目 した ゴ
ッ テ リ ェ ブ （Gottlieb，

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 158B，H．） は、 メ ン バ ー問 の 「互 恵的」 （reciprocal ）関係性 を重 視す る タ イ プ の セ ル フ
・ヘ ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （123）
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プ 活動 を 「相互 扶助的 セ ル フ
・ヘ ル プ 」 〔MASH （mutual 　aid

，
　self −help）〕 と呼び 、高齢者

に 最 も適 した形態 の セ ル フ
・

ヘ ル プ活動 で あ る と述 べ て い る （Gottlieb　2000，　p．59）。 こ こ

で の 「互 恵性」 （reciprocity ） とは、サ ポ ー
ト を与え る側 に 該 当する 人が 同時 に サ ポ ー

ト を

受 け る側 で もあ る とい う対人 関係に お け る サ ポ ート授受 の 相互 性 を意味す る 。

　そ の
一

方 で 、 高齢者層 の セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ へ の 参加率は、成人 層に 比 べ る と・．搬

的に低 い
。 そ の 要因 として 、移動 に 制 限が あ る こ と、 他者 に個人的な問題 を うちあけ る こ と

に 対 して 抵抗感が あ る こ と、
セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ に 関する 認識が 低 い こ と、長期に 及

ぶ グ ル
ープ ワ

ー
ク に 負担感 を覚え が ち な こ と な ど が あげ ら れ る （Gottlieb　2000 ，　p．62）。

結　高齢者同士の セ ル フ ・ヘ ルプ活動 の特質と課題

　157

（124）

　本論で は、精神的な課題 を内面化 し 、 孤立 しが ちな高齢者が 、同質課題 の 軽減 ・克服 を到

達 口的 とす る セ ル フ ・ヘ ノレ プ 活動を と お して 、 ピ ァ と相互 関係 を構築 して い くこ との意義 や

特質 を検討 して きた 。 以．Lを ふ ま え た う え で 、本論 の 結論 として 、 高齢者同士 の セ ル フ
・

ヘ

ル プ活動 の
．
課題 を考察す る 。

　第一
に 、セ ル フ

・
ヘ ル プ ・グル

ー
プ は、 ピ ア 同上 の 相互 関係 を と お して 参加者 ・

人
一

人 の

力量 を形成 して い く白己主体的な活動 で あ る。 ピ ア 同士で 情緒的 サ ポ ー
ト を授受 しあ 一）た り、

情報 を交換 しあ うの み な らず、課題 に と もに 向 き合 k 丶 現状 を改善 して い くプ ロ セ ス そ の も

の が 、参加者 の 精神的 、社 会的 自立 を促す契機 とな っ て い る 。 メ ン バ ー相互 の 信頼関係 を構

築 して い くプ ロ セ ス を とお して、グ ル ープ へ の 帰属意識が 芽生 え、自己 の 心 情 を他 者 に 開示

で き る場 を有す る こ とが 参加高齢者 に 自己疎外感や劣等感 の 軽減 な どの 心 理 的効果を も た ら

す 。 さ ら に 、共有 さ れ て い る 課題 の 解決 に 向 け て 毛体 的に意見 を交換 し あ った り次の 集会 に

前回 の 反 省点を フ ィ
ー

ドバ
ッ ク した りして い く相互 学習 の 場 と も な っ て い る 。

　第二 に 、
こ の よ うな ピ ァ 同士 の 相互 支援は 、サ ポ ー

トを受 けた人 が 時間 と空間 を経て 、後

に 助け る側 と して み ずか らの 経験 を他者へ 還元 して い く循 環 性に富む活動 で あ り、高齢者 の

社会参加 を促進す る契機 に な っ て い る
。

一
方で 、集会が 唯

一
の 自己開示 の 機会 に 陥 っ て しま

う こ とを回避す る た め に も、 こ うした 活動が 、趣味 ・娯楽 を充足 した り相 互 依存的で 閉鎖的

な 交流 の 場 とは異 な る 「精神的 自立 」 に 向け た 一過程 で あ る こ とに 注意を 喚起 す る 必 要 が あ

る 。 そ の 意味に お い て も、みずか ら の 経験 を ピ ァ
・リ

ー
ダ
ー

と して 活か す機会 を設け る こ と

の 意義は大 きV 。 地域社会内に 散在す る 入的資源 を活用す る こ とに よ っ て 、地域社会内の ソ

ー
シ ャ ノレ ・サ ポ ー

ト網が 重層化 さ れ て い く こ と は 、活動領域 の 狭 まる 高齢者 に と っ て有益 で

あ る 。

　第三 に 、高齢者 が さ ま ざ まな機会 を とお して 人 間関係 を再構築 し て い くこ との 必要性 で あ

る 。 こ れ まで 、高齢者 が 他者 との 相万 関係 を持続 して い く こ と の 意義は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動

へ の 参加 や他世代 との 交流活動な どを 巾心 に 論 じられ て きた。しか し、 こ うした活動は、心

身 ともに 自立度 の 高い
一部 の 高齢者層 を対象に展開 されが ち で あ る 。 した が っ て 、心理 ・社

会的困難 を抱え る高齢者 が新た な人間 関係 を再構築 して い け る セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル ープ の

よ うな タ イ プ の 活 動 を発 展 さ せ て い く こ と も重要な課題 と な る 。 特 に 、高齢者グル ープ の場

合 は、仲 間 の
一

人 で あ る ピ ア
・リーダ ーが メ ン バ ー

に 肯定的 な役割 モ デ ル を示す こ との 効果

は多大 で あ る 。
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　本論は 、米 国 に お け る セ ノレ フ ・ヘ ル プ 活動 に 関す る諸理論 の 検討 を と お して 、高齢者 グル

ープ の 特質を概観 した に と ど ま り、具体的な事例分析 に は 至 って い な い
。

しか し、 高齢者 が

自己 の 問題 と向 き合 うタ イ プ の セ ル フ
・

ヘ ル プ活動 へ の 参加 を とお して 、福祉的 ニ ーズ を充

足 し て い く プ ロ セ ス に 学び の 要素 が 含 まれ て い る こ と、 こ うした活動 が 高齢者 の 多様 な 心

理
・社会的 課題 に 対処 し、高齢者 の 社会参加 を促す こ と を提示 しえた と い え よ う。 セ ル フ

・

ヘ ル プ の よ うな 白治的 ・主体的な市民活動 を発展 さ せ て い くうえ で 、非専門家に よ る リ
ー

ダ

ーシ
ッ プ を活用 し な が ら さ まざ まな問題 に い か に 適用 して い け る の か

、 個別事例に そ く し た

セ ル フ
・

ヘ ル プ活 動 の 展 開の 仕方 、
リ
ー

ダ
ー

の グ ル ープ の 導 き方な ど に つ い て 実証的 に 探求

して い く こ とが 今後 の 課 題 で あ る 。

註

1） 以 卜
．
、本論で は 、「セ ル フ

・ヘ ル プ ・グ ル
ープ の 「セ ル フ

・ヘル プ 」 〔self・help） を、「仲問同士 の 協 同に よ

　 　る 白助 亅 〔久保 紘章 『自立 の た め の 援 助論
一

セ ル フ
・ヘ ル プ ・グ ル

ー
プ に 学ぶ

一
』 川 島書店、1988 年、14貞 ）

　 　の 意味 で 用 い る。
2）　た とえ ば、「ア ・v・＃ 一ル 依存症 匿名協会　は、医療機 関が 施す 形式 的な 治療の 限界 を 患者同十 で 克服 した 成功

　 　事例で あ る。
3）　た とえ ば、バ ウ エ ル CPowell） は、メ ン バ ー

が 抱 え る 問題 を基 盤 と して 、  生 活 習慣上 の 問題 を もつ 人 k の

　 　グ ル
ー

プ 、  不 安や 悲 嘆な ど の 情緒 的問題 を もつ 人 々 の グ ノレ ープ 、  人 生 の 役 割 変 化 に と も な うラ イ フ ス タ イ

　　ル の 変更 を強 い られ る 人 々 の グル
ー

プ 、  問題 を 抱 え る 当事者 の 家族 の グ ル
ープ 、  身 体 的な 障害 を もつ 人 々

　　の グル
ープ に 分類 して い る （Powell，　T．　J．，　S2ゲ地 ゆ Organiaation　and 　thefessiひ π αZ蝕 c漉 θ ．　Silver　Spring，

　 　National 　Association　 of 　SDcial　Workers，1987）。
4〕　配 偶 者 を 亡 く した 入 を対象 と した セ ノ レ フ ・ヘ ル プ ・グ ル ープ の な か で は 、シ ル バ ー

マ ン （Silverman，　P．） が

　　1967 年 に 創設 した 「末亡 人 助 け あ い 」 （Widow 　to　WidQw ）が 組 織的 な プ 卩 グ ラ ム の 起源 で あ る 。そ の 後、

　　全 米 最 大 規模 の 非 営利 団 体、「全 米 退 職 者 協会」 〔American 　Association 　of 　Retired　Persons，現 正 式 名 称

　　AARP ） が 1973年に ボ ラ ン テ ィ ア 会 員の 相互 扶助 を 某 盤 と し た 「配偶 者 を 亡 く した 人への サ
ービ ス 」 （Wid −

　　owed 　PersQns　Service） を 開設 し、現在で は全 米最大 規模の レ ベ ル の 活動 に 至 ッ て い る。な お 、筆者 は 別稿

　　で、 WPS に 関す る 詳細 を 検討 した （間野 百 子 1セ ル フ
・

〜 レ プ ・グ 」L・・一プ に ，辷る サ ポ ー
トの 特質 と課題

一
米

　　国 に お け る配 偶 者 を亡 く した 人 同士 の グ リ
ー

フ
・ケ ア を 中心 に 　一『生涯学習 ・社 会教育学研 究」 第 29 号、東

　　京大 学大 学 院教 育学研 究 科 生 涯 教育 計 画講 座社 会 教 育 学 研 究室 、2004年 、45−54 自）。
5）　 リ

ーパ ー
マ ン が 行 った ア ン ケ ート結果 に よ れ ば、配 偶者 を亡 く した 人 が セ ル フ

・
ヘ ル プ ・

グ ル
ー

プ に 参加 し

　　な い ま た は 参加 を継続 し ない 理 由 と して 、「そ の よ うな V ポ ートを必 要 と して い な い 」、「グル
ープ に 男性が 少

　　な い 」、「自分 が 必 要 とす る サ ポ ー
トを うけ られ な い 」 な どが あ げ られ て い る 。
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